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はじめに

コンピュータの普及による情報の
電子化

インターネットの爆発的普及

共有する電子情報の言語？

XML



XMLは汎用データ記述言語

体裁情報は無い

体裁情報が無いＸＭＬ

ブラウザでの閲覧には
別に体裁情報が必要

！HTMLは閲覧データを記述するための言語



XMLの体裁指定言語

XSL

eXtensible Style Language

CSS２

Cascading Style Sheets Level 2



XSLについて

eXtensible Style Language

ＸＭＬのスタイル指定マークアップ言語

Ｗ３Ｃによる策定・公開ドラフト

ＴＣ と ＦＯ

ウェルフォームドＸＭＬ



TC と FO

TC （Tree Construction)
– XMLを別のXMLに変換する言語

– XSLT (W3C 勧告）

FO （Formatting Objects)
– XML文章の見た目を定義

– CSSに似ている(？)

–サポートはほとんど無い



ＸＳＬＴの記述

２つで１セット
<xsl:template match=“どの要素について？”>
<xsl:apply templates…何を適用・実行？>

要素の階層（親子関係）を把握



XSLTによる体裁



XSLの問題点

策定中
– W3C勧告になっていない

FOのサポート無し

厳密な体裁指定は不可
–閲覧側の環境に依存



環境に依存する例



CSS2について

Cascading Style Sheets Level 2 

HTMLの体裁指定言語CSS1を拡張

Ｗ３Ｃによる勧告



CSSの記述

kouji-name : before

{ content : “１ 工 事 名” }

Kanseitutisho {

width : 210mm ;

height : 297mm ;

font-family : "ＭＳ 明朝" ;

letter-spacing : 1.2pt ;

}

セレクタ { 属性 : 値 }



CSSによる体裁



CSSの問題点

完全な互換性が無い
–２大ウェブブラウザで対応に違いがある

CSS2の部分サポート

–CSS２完全対応ブラウザは無い

セレクタに2バイト文字が使えない



XSLTとCSSの併用体裁



おわり


